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生物多様性とは

生物多様性とは、生きものや生態系の豊かさを表す言

葉です。地球上には様々な自然の中に、それぞれの環境

に適応して進化した多様な生きものが存在し、相互につ

ながり、支えあって生きています。私たちの暮らしは食

料や水の供給、気候の安定など、生物多様性がもたらす

恵み（生態系サービス）によって支えられています。

生物多様性条約第 10回締約国会議（COP10）

多様な生きものや生息環境を守り、その恵みを将来にわたって利用するための国際条約「生物多様性条約」

の 10 回目の締約国会議「COP10」が 2010 年 10 月に愛知県名古屋市で開催され、179 の締約国、関連

国際機関、NGO 等から 13,000 人以上が参加しました。

会議では、遺伝資源へのアクセスと利益配分（ABS）に関する名古屋議定書や、2050 年に「自然と共生

する世界」を実現するため、2020 年までの具体的な行動目標として、「愛知目標」が採択されました。

SDGs（持続可能な開発目標）

2015 年 9 月の国連サミットでは、「持続可能な開発のための 2030

アジェンダ」において 2030 年を目標年とした持続可能な開発目標

（SDGs）として、17 の目標と 169 のターゲットが定められました。

生物多様性を含む環境の目標は社会・経済の目標の土台となるもの

で、これら 17 の目標は相互に関連し、不可分のものであることから、

環境・経済・社会の 3 つの側面から統合的に取り組む必要があります。

生物多様性の状況

愛知目標の達成に向け、様々な取組が行われてきました。こうした中、2019 年に生物多様性及び生態系

サービスに関する政府間科学・政策プラットフォーム（IPBES）が発表した「生物多様性及び生態系サービ
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SDGs の 17 の目標
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スに関する地球規模評価報告書」によると、生

物多様性と生態系サービスは人類史上これまで

にない速度で減少し、100 万種以上の生物が絶

滅の危機に瀕しているなど、愛知目標の達成は

困難であり、2030 年以降の目標の達成に向けて、

経済、社会、政治、技術全てで変革が求められ

るとされています。

ポスト 2020生物多様性枠組み

愛知目標は、2020 年が目標最終年となっています。2021 年に開催予定の COP15 では、ポスト 2020

枠組み（目標）が採択される予定となっています。

2020 年以降の世界的な目標の内容は、2050 年と 2030 年のゴールなどについて具体的な数値目標が定

められるほか、IPBES 地球規模評価報告書で必要性が指摘されている社会変革が生物多様性の保全及び持続

的な利用の解決手法として重視される見込みです。

あいち・なごや生物多様性ベストプラクティスについて

愛知目標達成に向けた生物多様性の保全や持続可能な利用に関する取組を総括し、さらなる取組の促進に

つなげるため、COP10 以降に愛知県内で行われた取組事例を募集しました。

応募のあった取組事例の中から選定委員会の審査により、特に優れた事例を「ベストプラクティス」とし

て、優れた事例を「グッドプラクティス」として選定しました。

募集・選定結果

【募集期間】　2019 年 12 月 18 日～ 2020 年 4 月 16 日

【募集対象】　次のいずれかに該当する取組事例のうち、愛知県内において 2011 年以降に行われたもの。

　　　　　　　（１）生物多様性の保全

　　　　　　　（２）生物多様性の持続可能な利用

　　　　　　　（３）その他（普及啓発、学習、教育等）の取組

【応募総数】　160 件

【選定結果】　ベストプラクティス 　 20 件

　　　　　　グッドプラクティス　123 件　
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